
2022 SUMMER No.288横浜の資源リサイクルを自治会・町内会の皆さんと共に !

リサイクルデザイン

資源物の回収業者とコミュニケーションしていますか？
横浜市では、古紙や古布などの資

源物は、自治会・町内会と契約した専
門業者が回収しています。皆さんはご
自分の町内を担当する回収業者の会社
名やトラックの色、作業員の顔を覚え
ているでしょうか。最近は、回収業者
のふりをして、資源物を盗んでいく窃
盗犯も出没しています。もしいつもの
回収業者と違うことに気づいた場合に
は、横浜市資源循環局に連絡をお願
いします。
回収場所に貼られているステッカー

には、回収を担当している業者名と連
絡先が書かれています。ごみ出しマ
ナーの注意喚起のためにポスターを
貼りたい、回収後に出された資源物が
残っている、カラス除けネットを付け
たいなど、回収場所や回収に関する相
談は、横浜市資源循環局が相談窓口
になりますが、担当の回収業者に連絡
してみると、意外に早く対応できるこ
ともあります。
回収業者は、挨拶だけでも声をかけ
てもらえればうれしく思い、作業にも
力が入ります。どうか積極的なコミュ
ニケーションをお願いします。

箱のままの段ボールは、回収時に
潰すための時間が必要になる。

少しの資源物も残さないように、ボックスの中もしっかりチェック。

束ねられていない段ボールは持ち上げたり、運ぶのに手間がかかる。

回収場所に貼ってある
ステッカー。



災害時のごみ、資源物、災害廃棄物の出し方と
被災時に役立つ段ボールで作る防災グッズ
大地震や津波などの大規模災害が起こると大量の災害廃棄物が発生し、その迅速な処理・処分が市民生活
や経済活動の復旧を左右します。横浜市には、他都市で発生した災害廃棄物の収集運搬を支援した経験と
ノウハウがあり、2018年には「横浜市災害廃棄物処理計画」を策定しています。そこで災害時のごみ、
資源物、災害廃棄物の分別と出し方や被災時に役立つ段ボールで作る防災グッズを紹介します。

2022 SUMMER  No.288

大規模災害が起こった時のごみと資源物、災害廃棄物の出し方

覚えておくと役に立つ、段ボールで簡単に作れる防災グッズ

大規模災害が起こると大量のがれきや壊れた家具、家
電、陶器・ガラス類などの災害ごみが発生します。これと
は別に、日常生活で発生する生活ごみや避難所ごみも出
ます。大量に発生するごみを適切に処理することが、迅
速な復旧につながるのですが、そのために重要なのが分
別です。大規模災害後のニュース映像で、道路に積み上
げられた大量のごみを見たことがあると思いますが、分
別されずに出されてしまうと運搬や処理に時間がかかり、
経済活動の復旧に時間がかかってしまいます。生活ごみ
と災害ごみをきちんと分けて出すことが大切なのです。

●段ボール製の簡易ベッド
大きな災害が発生すると自宅を離れて、避難所でた

くさんの人たちと共同生活することも少なくありません。
避難所では毛布など必要最低限のグッズが支給される
と思いますが、床にそのまま横になると、床の振動がダ
イレクトに伝わり、気になってなかなか眠れなかったり、
床からの冷気で体が冷えてしまうこともあります。そこ
で段ボールで簡単に作ることができるベッドをご紹介し
ます。引っ越しでよく使われる大き目のサイズの段ボー
ル箱6箱と補強用段ボール数枚、ガムテープ、カッター
またはハサミを使って、30分程度で作れます。

①同じサイズの段ボール6箱の中に、カットして折り込ん
だ段ボールを対角線や十字になるように入れ込み、上
に乗ったときの重さに耐えられるよう強度を上げます。
②フタを閉じて、６つの箱をガムテープでつなぎ合わせ
て、ベッドのベースを作ります。天と底だけでなく、側
面もテープで止めておきます。
③平らに開いた段ボールを上に乗せて完成です。開いた
段ボールを上に乗せることで、ベースの段ボール箱に
かかる圧力を分散させます。
④さらに、ベッドの周りを段ボールで囲えばプライベート
空間を確保することができます。

■ 災害時のごみの分別と出し方

箱の中にカットした段ボール
を対角線や十字に入れる。

① フタを閉じた箱を6箱
つなげて張り合わせる。

② 上に開いた段ボールを
乗せて完成。

③ 段ボールで囲むと視線を
防ぐことができる。

④

内容 分別・出し方

生
活
ご
み

避
難
所
ご
み

平時と同様に生活から
発生するごみ

平時と同じ分別ルールで集積場所や地
域防災拠点ごとに定める場所に出してく
ださい。
※ 被災から72時間までに順次収集を開
始します。

片
付
け
ご
み

被災した建築物内の
片付けで発生するごみ
• 破損した家具・家電
など

生活ごみの集積場所とは別の、交通の
妨げにならない場所に出してください。
※ 生活ごみの収集の妨げにならないよ
う、生活ごみと必ず区別してください。
※収集日などは別途、広報します。



●段ボール製の簡易トイレ
大きな災害が発生すると停電や断水になり、しばらくの間、水道や電気、

ガスなどが使えないことがあります。そんな時に困るのがトイレです。そ
こで、段ボールで簡単にできる簡易トイレの作り方をご紹介します。大小
２つの段ボール箱と補強用段ボール、ガムテープ、ビニール袋（大・小）、カッ
ターまたはハサミを使って、30分程度で作ることができます。

①横にした段ボールにすっぽり入るくらいの小さい段ボールの２つのサイズ
の段ボールを用意します。
②大きい段ボール箱の側面に小さい段ボールの大きさの穴を開け、開閉でき
るようにします。
③片側を開いて内側に折り込んだ小さい段ボール箱を穴に合わせて入れ、左
右のすき間に段ボールを詰め、座ってもつぶれないように補強します。

④大きなビニール袋の中に小さいビニール袋をセットして完成です。小さい
ビニール袋の中にはちぎった新聞紙などを入れるとよいでしょう。

●段ボール製の簡易イス
体育館などの避難所では、床が硬く冷たい場合があります。そこで、直

接床に座らなくてもよいように、段ボールで簡単に作れるイスをご紹介し
ます。高さ40cm程度の段ボール箱と補強用段ボール、ガムテープ、カッター
またはハサミを使って、10分程度で作れます。

①段ボール箱の片側を開いて内側に折り込みます。
②箱の高さに合わせてカットした段ボールを折り曲げて中に入れ、箱の強

度を高めます。
③サイズを合わせてカットした段ボールを上に乗せます。
④完成です。

大小サイズの違う
段ボールを
用意する。

① 大きい箱の側面に
穴をあけ、開閉できる
ようにする。

② 

穴に合わせて口を開けた
小さい箱を入れ、周囲に
補強用の段ボールを
詰め込む。

③ ビニール袋を
セットして完成。

④ 

箱の片側を
開いて内側に
折り込む。

① 高さを合わせてカット
した補強用の段ボール
を中に詰め込む。

② 上にカットした
段ボールで
フタをする。

③ 完成。④ 



スマホ、タブレットなどはこちらの
QRコードからアクセスできます。http://www.recycledesign.or.jp/rd/

リサイクルデザインのバックナンバーは、ホームページからもご覧いただけます。

リサイクルデザインの発行予定 2022年冬号：12月25日 2023年春号：3月25日 2023年夏号：6月25日2022年秋号：9月25日
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●ご注文・お問い合わせ　　横浜市資源リサイクル事業協同組合  事務局 TEL：045-444-2531　E-mail：mail@recycledesign.or.jp

1ケース 5,480円
6パック入り×10／
60パック ）（

トイレットペーパー
「業務用ワンタッチコアレス」
横浜市内で回収された古紙を原料にし
た地産地消のリサイクル製品です。ふ
んわりした手触りでしっかり目が詰まっ
ています。芯なしなので最後はそのま
まトイレに流せます。

6ロール入り×10／
60ロール ）（

1ケース 4,980円

2022  Summer No. 288 横浜型地域貢献企業最上位認定取得

『SDGs未来都市・環境絵日記展2022（仮称）』開催決定
横浜市資源リサイクル事業協同組合
が主催する環境絵日記は、毎年横浜市
内の小学生の皆さんの夏休みの宿題と
して、「未来の横浜」について絵と文
章で表現する絵日記の形式で作品を募
集しています。身近な人や家族と一緒
に、未来の横浜、環境のために何がで
きるのか、どうしたら解決できるのか
を考え、調べ、知っていただくきっか
けづくりとして活動を続けています。
21回目となった昨年度は、市内か
ら6,608作品、高知県から4,268作
品、アメリカ・サンディエゴ市の子ど

もたちから44作品の応募作品をお送
りいただきました。これまでに応募い
ただいた作品の累計は、市内だけで

25万作品を超えています。今年も『み
んなでつくるSDGs未来都市』という
テーマで作品を募集する予定です。

これまで30年にわたって組合が事
業を継続できたのは、ひとえに市民の
皆さまのご支援とご愛顧の賜物であり、
心より感謝申し上げます。21世紀の

世界が抱える資源リサイクルと環境に
関する課題解決に向け、これからも相
互扶助の精神で地域の皆さまとともに
邁進してまいります。

リサイクル組合は創立30周年を迎えます
横浜市資源リサイクル事業協同組合
は、1992年（平成4年）10月に設立
され、今年で創立30周年を迎えます。
横浜市内のリサイクル事業者が集まっ
て構成されている事業協同組合で、組
合員による共同事業や地域・社会との
共有価値を生み出すことを目的として
います。リサイクル業者75社で設立
したリサイクル組合は、横浜市資源選
別センターの受託事業を主軸に、業界
内の交流、横浜市との対話など、さま
ざまな活動を続けてきました。 リサイクルポート山ノ内 選別センターの作業風景

マスコットキャラクターの
りくみちゃん（左）

■ 第22回SDGs未来都市・環境絵日記展2022（仮称）
●11月27日（日）に横浜市役所アトリウムにて
開催される『SDGs未来都市・環境絵日記展
2022（仮称）』において環境絵日記大賞および
優秀特別賞の表彰式を開催予定

●11月21日（月）～27日（日）に市役所内の展示
スペースにおいて、横浜市内の優秀賞（リサイ
クルデザイン賞）に選ばれた作品および、高知
県、サンディエゴ市の優秀作品の展示を予定

ティッシュペーパー
「コアレックスティシュー」
資源回収された牛乳パックからリサイ
クルした製品です。フィルム包装のた
めコンパクトで運びやすいサイズです。
しっとりした手触りで表面もしっかり
目が詰まっています。


